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1. はじめに 

非接触延長コードを目的とした二段式非接触給電が提案

されている[1]。本稿では，種々のコンデンサ配置における二

段式非接触給電回路の理論解析を行い，性能を比較した。 

2. 理論解析 

一次直列中央なし二次並列方式(S-N-P 方式)，S-N-S方式，

S-S-P 方式，S-S-S 方式にて解析を行った。図 1 に S-N-P 方

式の等価回路を示す。各コンデンサにて各閉回路内で共振，

あるいは入力力率が 1 となるよう決定すると，表 1 に示す

理論式が得られ，S-S-S・S-N-P 方式は理想変圧器特性，

S-S-P・S-N-S方式はイミタンス変換器特性となる。S-N-P 方

式の回路シミュレーションの結果(図 2)が示すように力率は

1，VD の波形も導出した入出力特性の理論式と同じとなっ

た。他の方式でも同様となり理論式の妥当性が確認できた。 

3. まとめ 

4方式での二段式非接触給電回路の理論解析を行い，シミ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig.1  Equivalent circuit of S-N-P topology 

 

Fig.2 Input and output waveform of S-N-P topology 

ュレーションにてその妥当性が確認された。 
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Table.1 The analysis result of two steps type wireless power transfer system 
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